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U19日本代表・武漢日記 （3） 

７⽉月３⽇日(⾦金) 

　 滞在４⽇日⺫⽬目、早朝よりスタッフ４名で１時間ほど散歩。宿の敷地外に出ると富裕層
と貧困層がはっきり分かるような雰囲気であったり、⼤大きな壁がありさまざまな様⼦子
が⾒見える。周囲には建設中のマンションの⼯工事が６時３０分頃から少しずつ始まって
いる。 

　 ８時１５分頃会場に到着し、気温が上がらないうちにトレーニング開始。メニュー
は、６ｋｍレースアップし、２０００ｍを１本。１０時頃に乗艇終了したが、もうす

�1

農業⽤用⾞車両 



でに気温は３０度、湿度は８０％は軽く超えている。選⼿手たちがダウンしている間に
⼋八⽊木先⽣生・清⽔水先⽣生は艇を洗い、徳岡先⽣生はオールのシール貼りを する。 

　 午後はマネージャーミーティングがあるため、早⺫⽬目に動き出す。メニューは４㎞、
疲れをとれるように楽な感覚で乗艇する。 

　 マネージャーミーティングでは、始めに国旗・国歌の確認。１１か国の参加で、中

国のみ全種⺫⽬目参加。⽇日中は暑くなるため、レースは⼤大きく２班に分かれる。１班は９
時から、２班は１５時からのレース。ダブルエントリーしている国は午前午後とレー
スがあるように組まれる。男⼦子ダブルスカル、⼥女⼦子シングルスカルが午前。⼥女⼦子ダブ
ルスカル、男⼦子ダブルスカルが午後からのレースになる。 

　 １９時からウエルカムパーティーに参加。中華料理を満喫して明⽇日のレースに備え
る。 
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艇を磨く⼋八⽊木先⽣生 
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JW2xのミーティング　左から横⽥田選⼿手（唐津東⾼高校）、髙野選⼿手（⽇日⽥田三隈⾼高校）、徳岡先⽣生 

JM1x 久保選⼿手（保⾕谷⾼高校）、JM2x 野村選⼿手、瀬戸選⼿手(ともに美⽅方⾼高校)  
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ウエルカムパーティーの様⼦子 

中国チームの練習の様⼦子 
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JW2x　横⽥田選⼿手（唐津東⾼高校）、髙野選⼿手（⽇日⽥田三隈⾼高校） 

JW1x 吉⽥田選⼿手（若狭⾼高校）、JM2x 野村選⼿手、瀬戸選⼿手(ともに美⽅方⾼高校)  


